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はじめに 

 

 昨年 2019年は日本人移民が南米ペルーに渡ってから 120周年を迎え、現地の日系社会では

多くのイベントが開催されるなど盛大に祝福された。海外日系人協会の調査報告によると現在ペ

ルーには約 10 万人1 の日系人がいる。そして、在日ペルー人の数は 2019 年 6 月では約 4万 8

千人2 であり、日秘間の人の行き来は日系人の移動の中で継続的に続いているものである。 

 

 ペルー生まれの日系人も第 4、5世代が誕生し、ペルー現地の社会に溶け込んで生活を送って

いる。日系人は様々な貢献を通じてペルーの社会に大きな影響を与えている。その中でも特に世

を騒がせたのはアルベルト・フジモリの日系人初の大統領就任であろう。フジモリは両親が熊本県

出身で日系 2 世にして大統領に選ばれ、ペルーだけでなく日本でも注目を浴びた。他にも、詩人

のホセ・ワタナベは父が岡山県出身、母が（非日系の）ペルー出身の日系 2 世で、数々の作品を

世に残している。日系 3世では、フジモリ元大統領の長女のケイコ・フジモリが父の跡を継いで政

治的活動を継続していて、同じく 3 世のアルベルト・シロマは現在ディアマンテスという音楽グルー

プに所属し、沖縄を拠点に音楽活動を行っている。このように、ペルー生まれの日系人もペルーお

よび日本等で活躍の場を広げてきている。 

 

そのような中、日本の移民政策・制度の下でペルーと日本を行き来する者がいる。彼らは幼い時

に両親の出稼ぎ等で来日し、その後ペルーへ帰国。そして、県人会の文化継承事業、奨学金制

度、JICA の研修制度などで再来日を繰り返している。本研究ではそのような「移動を繰り返す日

系ペルー人青年」に着目し、彼らが移動を繰り返すことで自分のアイデンティティにどのような影響

を受けているのか、探究する。筆者もこのグループに含まれていることが本研究の出発点である。 

 

 先行研究を見渡すと、日系人に関する研究は 1990年代の出稼ぎブーム以降、社会学、文化人

類学、経済学の視点から蓄積とされてきている。また 2008年からはリーマンショックの影響で帰国

支援政策などを受け帰国する日系人、また移民 2世の教育面に注目する研究も多々発表されて

きている。そして、日系人のアイデンティティに関する問いかけ等も幾度となくされてきている。しか

し、今回研究対象とするのは日本とペルーを複数回に亘って行き来している日系ペルー人青年で

あり、日系人の中でも今回の対象者に焦点を合わせたアイデンティティに関する研究は見られない。

ここに本研究の独自性は認められよう。 

 

 ここで語句の使い方を明らかにしておきたい。「日系人」「ペルー人」、さらには「沖縄（人）」といっ

たエスニシティやナショナリティを示すカテゴリーに自己同一化するにあたり、どのようなカテゴリー

を認識し自らをその一員と考えるかを、本研究における「アイデンティティ形成」と考える。また、1回

の移動ではなく、繰り返し行われる日本・ペルー間の移動の経験が、上記「アイデンティティ形成」

                                                   
1 海外日系人協会、「日系人について知ろう」、URL: http://www.jadesas.or.jp/aboutnikkei/index.html  (最終アク

セス日: 2019 年 12 月） 
2 法務省、『在留外国人統計』、（2019 年 6 月）URL: 

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00250012&tstat=000001018034&cyc

le=1&year=20190&month=12040606&tclass1=000001060399 （最終アクセス日: 2019 年 12 月 20 日） 
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にどのような影響を与えているのか、「日系ペルー人」に関して実証的な研究がまだない中で、本

研究は移民研究に寄与するものと考える。 

 

 本論文は以下のように構成される。第 1 章の「理論的枠組み」ではアイデンティティ概念、人の移

動に関する概念、そして政策・制度について考察し、日系ペルー人の現状と照らし合わせていく。 

 

第 2章では日秘間の移動の歴史を時代区分別に概観する。第 1段階は日本からペルーへの移民

政策が行われた時期、および日系 2 世が誕生し、在留コミュニティが形成された時期（1899-1945

年）、第 2 段階は第二次大戦から 2世の社会編入が見られる時期（1946-1955 年）、第 3 段階は

日系という概念が広まり、ペルーから日系人が来日するようになった時期（1956-1989年）、第 4段

階は入管法改正で日系人の日本への移動が拡大した時期（1990-2008年）、第 5 段階は留学制

度や文化継承事業等が拡大し、それによって日系青年が日本へ移動するようになった時期

（2009-2020 年）とする。 

 

 第 3章では研究対象となる「日系人」について、その定義から検討し、ペルーの日系社会内の日

系人の世代の状況、日系人の来日経験としてペルー人集住都市における現状を整理し、最後に

ペルーの日系社会の特徴とも捉えられる沖縄の重要性について考察していく。 

 

 第 4 章では、日本へ繰り返し移動する日系ペルー人青年（20歳から 35 歳）30 人を対象にした

インタビュー調査をまとめ、データを分析していく。最後の章ではインタビュー調査を通して得た分

析結果を総括し本研究の結論へと繋げていく。 
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